




≪商品市況概説≫

≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

※国際商品市況は景気動向や在庫状況、米ドル相場、投機筋による建て玉動向などに左右され、一般的に景気拡大や在庫の減少、米ドル安は相場の上昇要因となる傾向
があります。米ドル安が相場の上昇要因となる理由は、商品価格がおおむね米ドル建てで表示されるため、非米ドル圏から見た商品価格の割安感が強まるためです。

月間を通じて「“RICI®”ファンド　クラスA」の組入比率を高位に維持しました。

今後の運用につきましても、引き続き「“RICI®”ファンド　クラスA」の高位組み入れを保つ方針です。

＜商品市況＞
コモディティは上昇しました。セクター別では、エネルギーは上昇しましたが、農産物は横ばい、メタルは

下落しました。エネルギーセクターでは、原油（WTI）が欧州でのロシア産原油の禁輸措置合意の可能性が高
まったことや中国政府による景気刺激策への期待、また中国主要都市でのロックダウン（都市封鎖）の解除期
待などから上昇し、プラスに寄与しました。一方で、メタルセクターでは、景気減速に伴う需要減少懸念など
から産業金属が軟調となりました。

エネルギーセクター：
エネルギーは上昇しました。原油（WTI）は、月上旬、中国主要都市でのロックダウン（都市封鎖）による

景気減速懸念やFRB（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締め観測などを受けて軟調な展開となりまし
た。しかしその後、欧州でのロシア産原油の禁輸措置合意の可能性が高まったことや中国政府による景気刺激
策への期待、また中国でのロックダウンの解除期待などが支援材料となり、反発して月末を迎えました。天然
ガスなど、他のエネルギーも広く上昇しました。

金属セクター（産業金属、貴金属）：
貴金属は下落しました。金は、米国金利が高位で推移する中で、相対的な投資妙味の低下などから軟調に推

移しました。
産業金属は下落しました。中国において主要大都市のロックダウンが長期化する中、景気減速に伴う産業金

属への需要減少懸念が重しとなり、全般に軟調となりました。

農産物セクター（穀物、ソフト、家畜、その他）：
農産物はまちまちの展開となりました。ウクライナ危機に伴う需給ひっ迫観測から小麦等は堅調となった一

方、トウモロコシなどが軟調となりました。
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